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２.  手書きすることの意義の明確化とパラランゲージ的要素の研究 




































































































































受け手の受け取ったものと一致している                  （ａ） 
受け手の受け取ったものと一致しない が、受け手同士では一致している   （ｂ） 




























































アンケートは、実験 1 では「４…思う ３…やや思う ２…あまり思わない １…思わない」の４段階、実験 2
では7段階の双極と5段階の単極の選択肢から選ぶ形式とした。 












品行／行為・活動 【3.35 交わり】交わり 【3.36 待遇】公式・公平／待遇・礼などの部分と、性格分類のひと
つである５因子モデル13を参考にした。感情についての評価項目は、3-4において述べた「内容」「相手」「その
他」の感情を検討することを前提として、分類語彙表12の【2.30 心】心／好悪・愛憎 【3.30 心】快・喜び／安
心・焦燥・満足／苦悩・悲哀／好悪・愛憎の部分を参考にした。 






























図表 2 実験１：調査の概要 
○筆記被験者への調査（サンプルの収集） 
日時：2006 年12 月 
対象：大学学部生および大学院生 





日時：2006 年12 月 
対象：大学学部生 
18 歳～23 歳の 男性18 名 女性18 名 計36 名 
調査内容：９つのサンプルに対しアンケートに回答 
図表 3 実験１：評価項目について 
文字についての評価項目：５項目 
・整斉  ：均整の取れた字だ 
・雰囲気 ：丸みのある字だ 





・優しい人だ ・そっけない人だ ・自己主張が強い人だ（調和性） 








図表 5 実験１：筆記者の評価と評価被験者の評価の相関 


































































図表 6 実験１：感情についての評価項目と文字についての評価項目の相関 
 Spearman の順位相関（**1%有意 *5%有意） 
 
図表 7 実験１：均整についての得点が最高・最低のサンプル 
気持ちを込めて書いている： 1.47 3.22 
均整の取れた字だ     ： 1.31 3.61 
    
『書写書道教育研究』第24号（押木・寺島・小池）p.29 
点と一致している。 




























図表 8 実験２：調査の概要 
○筆記被験者への調査（サンプルの収集） 
日時：2008 年10 月 
対象：大学学部生 計20 名 







日時：2008 年12 月 
対象：大学学部生・大学院生 
19歳～37 歳の 男性9 名 女性25 名 計34 名 
調査内容：18のサンプルに対しアンケートに回答 





    ↓ 
※評価被験者対象 
文字についての評価項目：９項目 
・きれい／きたない ・くっついた／離れた  
・丸みのある／角ばっている 
・柔らかい／硬い ・熱意のある／冷静な ・強い／弱い 
・大きい／小さい ・濃い／薄い ・太い／細い 
人の性質についての評価項目：７項目 
  ・おおまか／神経質 ・社交的／非社交的 ・積極的／消極的 
・常識的／非常識 ・温かい／冷たい  
・しっかり／だらしない ・男っぽい／女っぽい 
感情についての評価項目：６項目 











































図表 11 実験２：筆記者被験者の評価と評価被験者の評価との相関 
 Spearmanの順位相関（** 1%有意 * 5%有意） 
 
















































図表 13 実験１：②と③とで差の大きい/小さいサンプル 
 書字者Ｅ②              書字者Ｅ③ 
気持ちを込めて～： 1.5        5.0（差：3.5） 
きれいな字で～ ： 3.0        6.5（差：3.5） 
    
 書字者Ｆ②              書字者Ｆ③ 
気持ちを込めて～： 4.5        4.5（差：0.0） 
きれいな字で～ ： 5.0        5.5（差：0.5） 
    
図表 12 実験２：人の性質・感情についての評価項目と文字についての評価項目の相関 
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